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【目的】児童養護施設で子どもと関わる福祉職が看護師に求める役割を明らかにする。 

【方法】日本国内 589か所の児童養護施設に勤務する福祉職を対象に郵送による自記式質問紙調査

を実施した。 

先行研究から看護師の役割と考えられる 22項目を抽出し，福祉職はどの程度困難を感じているか，

また看護師がいる施設の福祉職は，看護師がいてどの程度助かっているか 4 件法で回答を求めた。

さらに，看護師がいない施設の福祉職は，看護師に何を依頼したいか自由記述で回答を求めた。 

【倫理的配慮】所属機関の倫理委員会の承認を得て実施した。 

【結果】回収率は 35.7％(215/589 施設)であり，看護師がいる施設は，31.2％(67/215 施設)であっ

た。福祉職の 8割以上が困難を感じている項目は「性教育，性的問題対応」という 1項目のみであ

った。一方で，看護師がいる施設の福祉職の 8割以上が「応急手当」，「感染症対応」，「一時的な受

診判断」といった 15項目で助かっていると回答していた。また，自由記述の分析から，【病院の受

診判断，通院の対応】，【職員への児童対応に関する保健指導，教育】，【子どもの健康管理】といっ

た 14カテゴリが生成された。 

【考察】困難を感じている福祉職は少ないが，看護師に子どもの傷病への対応，健康増進，疾病予

防，教育・指導など子ども達に関わる役割と職員への教育・指導による福祉職の知識や技術を向上

させるための役割を求めているといえる。 
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